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ダー麦湯浴に浸 し完全に発色したら 20mlにし同程度の色調の標準 KMnO4絡液と比色計で比
較した･パルプのM-no二00004% の場合上の方法ではパルプ試料 100gを衣化すると充分であ
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今パルマ'就料 5-10gを:灰化し12% HCllmlを加えて加温し溶解させメスシ.)-ンダ-に洗い込ち
み,これに3nNaSC印 1mi をカは 発色させ20mlと■し同程度の色調の標準液j=比色し喪.標準
液は純 FeSO4結晶を秤量し0･lnKMn04で正しく滴定したものより作った. 前述の少量妙
場合なら的 FeO･000声%の場合に試料 0.5gを灰化して行うことができた.
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前表により木材の中ではMndが Feより守まるかに多いことがわかる.なお発に引用した W UL-1
TSCHは木材ゐFe及び Mnは髄線細胞に多いとしている.
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-3. ク ラフ ト人絹 パ ル プのMn及びFe
クララも浜による人絹パルプは未だ試験廟に′あると思われ,従ってこの瞳の確実なエ琴製品は/ ,











嚢寮を行い,分析用の試料はそのま ｣乾燥し,残 りは同じオートクレ-ブに戻し,純 NaOHと
耗 Na2S9H20と蒸滑水 (及び不良用水)とで調製した蒸解液を加えて蒸解し,パjtJプの約100
･倍の蒸滑水 (及び不良用承) を用vlて洗渡し未晒パルプを得た･仝アルカ1)使用量28･4%,硫
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′ 総 括
J
我由の人絹パルプ用各種原木及び市場の二,三の人絹パルプのマンガン及び鉄含量を定量し
れ 木材に於てか ンガンが銑よ｡はるかに多vlが襲晶パルプに於てはその逆になってV,.る一市＼
場の人絹パtjt･プの含量は種類によって大差がなかった.マツ材の水蒸煮を前加水分解とするクラ
フト法人絹パルプの蒸解漂白実験を行い原木より晒パルプに至る各段階のマンガン,鉄の消長を
しらべた.用水が良好の場合には市場の人絹用サルファイTパルプと同程度のマi,ガン,鉄含量
のパルプが得られた.
.研究資財を与えられた国策パルプ工業株式金紋に厚く謝意を表する.
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･Resum色
i㌔
軽onandmanganesewasdejerminedinrayonpulpwoodsofJapanand～severali
commercialrayonpulps. Inwoodsmanganesewasfoundfarmore･than.ironbutl
inp可pthecontrarry∴1nakraft.pulpingexperimentofpine,thechangeofman-
ganeseandiLl0nCOntentlwasdetermi･nedalongstagesinclldingprecookwithwater.
Whengoodwaterwasusedmanganeseandironinthebュe.alhedpulpwasthesame
orderwithcommercialrayonsulfitepul'ps.
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